
今
こん

回
かい

紹
しょう

介
かい

していただいた本
ほん

はしばらくの間
あいだ

、図
と

書
しょ

室
しつ

に入
はい

って

すぐの机
つくえ

の上
うえ

に置
お

いておきます。みなさんも是
ぜ

非
ひ

図
と

書
しょ

室
しつ

に足
あし

を運
はこ

んで素
す

敵
てき

な本
ほん

と出会
で あ

ってくださいね。 

 

 

 

 

 

 

あのうだるような暑
あつ

さも和
やわ

らぎ、涼
すず

しい日
ひ

が続
つづ

いていますね。過
す

ごしやすい気
き

候
こう

になりましたが、季
き

節
せつ

の変
か

わり目
め

というのは体
たい

調
ちょう

を崩
くず

しやすいので十
じゅう

分
ぶん

に気
き

をつけましょう。 

さて、季
き

節
せつ

もすっかり移
うつ

り変
か

わり、読
どく

書
しょ

の秋
あき

がやってきました！10月
がつ

号
ごう

では、今
こ

年
とし

からこの岡
おか

崎
ざき

聾
ろう

学
がっ

校
こう

に新
あたら

しくやってきた二人
ふたり

の先
せん

生
せい

に、おすすめの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

していただきました！どちらもとても面
おも

白
しろ

い本
ほん

なので、興
きょう

味
み

のある人
ひと

は是非手
ぜ ひ て

にとってみてくださいね。 

 

おすすめの本
ほん

紹
しょう

介
かい

コーナー 
 

＜戸
と

川
がわ

先生
せんせい

のおすすめの本
ほん

＞   『その日
ひ

のまえに』重
しげ

松
まつ

清
きよし

 

偶
ぐう

然
ぜん

にも私
わたし

が一
いち

番
ばん

好
す

きな本
ほん

が図
と

書
しょ

室
しつ

にあったので紹
しょう

介
かい

します。この紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を考
かんが

えようと、パラパラと中
なか

身
み

を見
み

返
かえ

していたら、それだけで涙
なみだ

が出
で

そう

になる、そんな小
しょう

説
せつ

です。 

「その日
ひ

」、みなさんにとってどのような日
ひ

でしょうか。希
き

望
ぼう

あふれる「そ

の日
ひ

」、悲
かな

しい結
けつ

末
まつ

の「その日
ひ

」、この小
しょう

説
せつ

では様
さま

々
ざま

な「その日
ひ

」に向
む

け、生
い

きる人
ひと

々
びと

が書
か

かれています。 

この小
しょう

説
せつ

を読
よ

んだ後
あと

、みなさんが見
み

つめる日々
ひ び

の景
け

色
しき

は大
おお

きく違
ちが

って見
み

え

るようになるかなと思
おも

います。思
おも

わせぶりなことをたくさん書
か

きましたが、こ

の小説
しょうせつ

の感想
かんそう

をみなさんとお話
はなし

できる、そんな「その日
ひ

」が来
く

るのを心
こころ

か

ら楽
たの

しみにしています。 

＜前
まえ

田
だ

先生
せんせい

のおすすめの本
ほん

＞ 『ぼくを探
さが

しに』シルヴァスタイン 

戸
と

川
がわ

先生
せんせい

の紹
しょう

介
かい

している本
ほん

の隣
となり

においてありました。小
しょう

説
せつ

のコーナー

にありますが、文
ぶん

が短
みじか

く簡
かん

単
たん

で、絵
え

が大
おお

きいので、絵
え

本
ほん

みたいです。 

丸
まる

いけど、ちょっと欠
か

けている「ぼく」が、足
た

りないところを探
さが

しにいき

ます。あれでもない、これでもない、と探
さが

しながら、ついに自分
じぶん

に合
あ

うもの

を見
み

つけました。ところが･･･。 

「失敗
しっぱい

したなぁ～」という時
とき

、落
お

ち込
こ

んだ時
とき

に読
よ

むと、「またがんばって

みようかな」という気持
き も

ちになります。がんばり屋
や

のみなさんに、ぜひ読
よ

ん

でほしいな、と思
おも

います。 
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愛
あい

知
ち

県
けん

立
りつ

岡
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崎
ざき

聾
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学
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校
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情
じょう

報
ほう

図
と

書
しょ

部
ぶ

 図
と

書
しょ

館
かん

だより 


